
岡山大学大学院環境学研究科規程
Regulations of Graduate School of Environmental Science

（趣旨）
第１条 この規程は，国立大学法人岡山大学管理学則（平成１６年岡大学則第１号）及び岡山大学大学院学則

（平成１６年岡大学則第３号）の規定に基づき，岡山大学大学院環境学研究科（以下「研究科」という。）
に関し必要な事項を定めるものとする。

（研究科の目的）
第２条 研究科は，環境学の分野において，総合的，学際的な研究・教育を行い，科学・技術の探究と発展に

資するとともに，豊かな学識と高度な研究能力を備えた人材を養成することを目的とする。

（自己評価）
第３条 研究科は，研究科に係る点検及び評価を行い，その結果を公表する。
２ 前項の結果は，岡山大学（以下「本学」という。）の職員以外の者による検証を受けるよう努めるものと

する。

（教育研究等の状況の公表）
第４条 研究科は，研究科に係る教育研究及び組織運営の状況について，定期的に公表する。

（組織的研修）
第５条 研究科は，研究科の教員の教育内容及び教育方法の改善を図るため，組織的な研修及び研究を実施す

る。

（課程）
第６条 研究科の課程は博士課程とし，前期２年の博士課程（以下「博士前期課程」という。）及び後期３年

の博士課程（以下「博士後期課程」という。）に区分し，博士前期課程は，修士課程として取り扱う。

（専攻及び講座）
第７条 研究科に次の専攻及び講座を置く。

社会基盤環境学専攻 都市環境創成学講座，農村環境創成学講座
生命環境学専攻 環境生態学講座，人間生態学講座
資源循環学専攻 廃棄物マネジメント学講座，物質エネルギー学講座

第８条 削除

（教員組織）
第９条 研究科の教員組織は別に定める。
２ 研究科の授業は教授，准教授，講師又は助教が担当する。
３ 研究科の研究指導は，教授又は准教授が担当するものとする。ただし，必要があると認めるときは，講師

に担当若しくは分担させ，又は助教に分担させることができる。

（研究科長）
第10条 研究科に，研究科長を置く。
２ 研究科長は，研究科に関する事項を総括する。
３ 研究科長の選考に関し必要な事項は，別に定める。

（副研究科長）
第11条 研究科に，企画・総務担当及び教育・研究担当の副研究科長を置く。
２ 副研究科長は，研究科担当の専任の教授のうちから研究科長が指名し，学長に推薦する。
３ 副研究科長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，指名した研究科長の任期を超えることはでき

ない。
４ 副研究科長に関し，必要な事項は別に定める。

（専攻長）
第12条 研究科の各専攻に専攻長を置く。
２ 専攻長に関し，必要な事項は別に定める。

（副専攻長）
第13条 研究科の各専攻に，副専攻長を置くことができる。
２ 副専攻長に関し，必要な事項は別に定める。

第14条 削除

（教授会）
第15条 研究科に，岡山大学大学院環境学研究科教授会（以下「教授会」という。）を置く。
２ 教授会に関し必要な事項は別に定める。

（教育課程）
第15条の２ 研究科は，その教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設するとともに学位論文の作

成等に対する指導（以下「研究指導」という。）の計画を策定し，体系的に教育課程を編成する。

（教育方法）
第16条 研究科における教育は，授業科目の授業及び研究指導によって行う。
２ 授業は，講義又は演習で行う。



（教育方法の特例）
第17条 博士後期課程において教育上特別の必要があると認めるときは，夜間その他特定の時間又は時期にお

いて授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行う。

（授業科目等）
第18条 研究科の授業科目，単位数は別表１のとおりとする。ただし，同表に掲げる授業科目のほか，教授会

の議を経て特別に授業科目を開設することがある。
２ 研究科における研究指導については，別に定める。

（指導教員）
第19条 授業科目の履修の指導及び研究指導を行うため，各学生ごとに指導教員を定める。
２ 博士後期課程の指導教員は，正指導教員１人及び副指導教員２人とする。
３ 指導教員の変更は認めない。ただし，特別の事情があるものに限り，許可することがある。

（履修方法）
第20条 博士前期課程の学生は，別表１に掲げる授業科目を，その履修方法に従い，30単位以上を履修し，か

つ，必要な研究指導を受けなければならない。
２ 博士後期課程の学生は，別表１に掲げる授業科目をその履修方法に従い，12単位以上を履修し，かつ必要

な研究指導を受けなければならない。
３ 学生は，履修しようとする授業科目につき，所定の履修届を指定した期限内に研究科長に提出しなければ

ならない。
４ 前項の期限内に履修届を提出しない者は，履修を認めない。ただし，特別の事情がある場合には，当該授

業科目の担当教員の承認を受けたものについて履修を認めることがある。
５ 学生は，別表１に掲げる授業科目のほか，本学大学院の他の研究科の授業科目を指導教員の指導を受けて

履修することができる。

（単位修得の認定）
第21条 各授業科目の単位修得の認定は，試験又は研究報告により担当教員が行うものとする。
２ 前項の規定にかかわらず，特別研究及び演習の授業科目については，平素の成績により単位の修得を認定

することができる。
３ 本学大学院の他の研究科又は他大学の大学院で修得した単位は，博士前期課程は10単位を，博士後期課程

は４単位を限度として当該大学院等の発行した単位修得証明書に基づき認定することができる。

（追試験）
第22条 病気その他やむを得ない事由により，正規の試験を受けることができなかった者については，追試験

を行うことができる。

（単位の計算方法）
第23条 各授業科目の単位の計算は，次の基準による。

一 講義については，15時間の授業をもって１単位とする。
二 演習については，15時間又は30時間の授業をもって１単位とする。

２ 一の授業科目について講義及び演習の二の方法の併用により行う場合の単位数の計算は，前項各号に規定
する基準を考慮して別に定める。

３ 前項の規定にかかわらず，学修の成果を考慮して単位を授与することが適当と認めるときは，必要な学修
等を考慮して単位数を定める。

（成績の評価）
第24条 各授業科目の成績の評価は，優，良，可及び不可とし，優，良及び可を合格，不可を不合格とする。

ただし，必要と認める場合は，優，良及び可の評価に代えて，修了又は認定とすることができる。

（成績評価基準の明示等）
第24条の２ 研究科は，学生に対して，授業及び研究指導の方法及び内容並びに１年間の授業及び研究指導の

計画をあらかじめ明示する。
２ 研究科は，学修の成果及び学位論文に係る評語並びに修了の認定に当たっては，客観性及び厳格性を確保

するため，学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに，当該基準にしたがって適切に行う。

（他大学の大学院の授業科目の履修）
第25条 他大学の大学院（外国の大学院又はこれに相当する高等教育機関等（以下「外国の大学院等」とい

う。）を含む。）の授業科目を履修しようとするときは，所定の様式により指導教員を経て，研究科長に願
い出るものとし，当該大学との協議に基づき，許可するものとする。

２ 前項の取扱いについては，別に定める。

（入学前の既修得単位）
第26条 学生が大学院に入学する前に本学又は他大学院において履修した授業科目について，修得した単位の

認定を受けようとするときは，所定の様式により研究科長に願い出て認定を受けるものとする。
２ 前項の取扱いについては，別に定める。

（他大学の大学院等の研究指導）
第27条 学生が，他大学の大学院（外国の大学院等を含む。）又は研究所等において研究指導を受けようとす

るときは，所定の様式により指導教員を経て，研究科長に願い出るものとし，当該大学の大学院又は研究所
等との協議に基づき，許可することがある。

２ 前項の取扱いについては，別に定める。



（学位論文の提出及び最終試験）
第28条 学位論文（修士の学位の授与を受けようとする者にあっては，特定の課題についての研究の成果を含

む。以下この条において同じ。）は，岡山大学学位規則（平成16年岡大規則第１号）の定めるところにより，
指導教員の承認を受けて指定の期限までに提出するものとする。

２ 提出期限に遅れた学位論文は，受け付けない。
３ 学位論文の審査及び最終試験の実施に関しては，別に定める。

（課程の修了要件）
第29条 博士前期課程の修了要件は，博士前期課程に２年以上在学し，第20条第１項に定める履修と研究指導

を受けた上，当該課程の目的に応じ，修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に
合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については１年以上在学す
れば足りるものとする。

２ 博士後期課程の修了要件は，博士後期課程に３年以上在学し，第20条第２項に定める履修と研究指導を受
けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業
績を上げた者については１年（２年未満の在学期間をもって修士課程又は前期２年の博士課程を修了した者
にあっては，当該在学期間を含めて３年）以上在学すれば足りるものとする。

３ 前２項の課程修了の認定は，教授会が行う。

（学位の授与）
第30条 博士前期課程を修了した者には，修士の学位を授与する。
２ 博士後期課程を修了した者には，博士の学位を授与する。
３ 修士の学位に付記する専攻分野の名称は，環境学とし，必要と認められる場合は，学術とすることができ

る。
４ 博士の学位に付記する専攻分野の名称は，環境学とし，必要と認められる場合は，学術とすることができ

る。

（教育職員免許状）
第31条 博士前期課程において，別表２に掲げる教育職員免許状を取得しようとする者は，別に定めるところ

により，所定の単位を修得しなければならない。

（転入学及び転研究科）
第32条 他の大学の大学院に在学する者で研究科に転入学又は本学大学院の他の研究科に在学する者で，研究

科に転研究科を志願する者があるときは，研究科長に願い出るものとし，教授会の議に基づき，許可するも
のとする。

２ 研究科に在学する学生が，他の大学の大学院に転入学又は本学大学院の他の研究科に転研究科を志願する
ときは，研究科長に願い出て，その許可を得なければならない。

３ 前２項の取扱いについては，別に定める。

（転専攻）
第33条 研究科に在学する学生が，現に所属する専攻から研究科の他の専攻に転専攻を志願するときは，研究

科長に願い出るものとし，教授会の議に基づき，許可するものとする。
２ 前項の取扱いについては，別に定める。

（再入学）
第34条 研究科を退学した者が，再入学しようとするときは，研究科長に願い出るものとし，教授会の議に基

づき，許可するものとする。
２ 前項の取扱いについては，別に定める。

（留学）
第35条 外国の大学院等へ留学しようとするときは，所定の様式により指導教員を経て，研究科長に願い出る

ものとし，当該大学院等との協議に基づき，許可するものとする。
２ 前項の取扱いについては，別に定める。

（科目等履修生）
第36条 本学大学院の学生以外の者で，科目等履修生として研究科の授業科目の履修を志願する者があるとき

は，選考のうえ，入学を許可するものとする。
２ 科目等履修生の取扱いについては，別に定める。

（特別聴講学生）
第37条 他大学の大学院（外国の大学院等を含む。）の学生で，特別聴講学生として研究科の授業科目の履修

を志願する者があるときは，当該大学との協議に基づき，許可するものとする。
２ 特別聴講学生の取扱いについては，別に定める。

（研究生）
第38条 研究科において特定の事項について研究を志願する者があるときは，指導予定教員の承認を得たもの

について，選考のうえ，入学を許可するものとする。
２ 研究生の取扱いについては，別に定める。

（特別研究学生）
第39条 他大学の大学院（外国の大学院等を含む。）の学生で，研究科の特別研究学生として研究指導を受け

ることを志願する者があるときは，当該大学との協議に基づき，許可するものとする。
２ 特別研究学生の取扱いについては，別に定める。



(雑則）
第40条 この規程の定めるもののほか必要な事項は，教授会の議を経て研究科長が定める。

附 則
この規程は，平成17年４月１日から施行する。

附 則
この規程は，平成17年10月１日から施行する。

附 則
１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。
２ 平成18年度以前の入学者及び進学者については，改正後の別表１及び別表２の規定にかかわらず，なお

従前の例による。



別表１
博士前期課程
（１）社会基盤環境学専攻 （２）生命環境学専攻

単 位 数 単 位 数
授 業 科 目 の 名 称 配当年次 授 業 科 目 の 名 称 配当年次

必修 選択 必修 選択

環境数理解析学 １・２ ２ 緑地保全学 １・２ ２
環境数理解析学演習 １・２ ２ 緑地保全学演習 １・２ ２
力学系理論 １・２ ２ 樹木生理生態学 １・２ ２
常微分方程式 １・２ ２ 樹木生理生態学演習 １・２ ２
現象数理解析学 １・２ ２ 土壌環境学 １・２ ２
現象数理解析学演習 １・２ ２ 土壌環境学演習 １・２ ２
数理生物における代数 １・２ ２ 森林生態学 １・２ ２
偏微分方程式 １・２ ２ 森林生態学演習 １・２ ２
数値環境モデル学 １・２ ２ 森林管理学 １・２ ２
数値環境モデル学演習 １・２ ２ 森林管理学演習 １・２ ２
応用計算解析論 １・２ ２ 水系生物多様性保全学 １・２ ２
地球環境数理学 １・２ ２ 水系生物多様性保全学演習 １・２ ２
都市環境計画学 １・２ ２ 個体群生態学 １・２ ２
都市環境計画学演習 １・２ ２ 個体群生態学演習 １・２ ２
交通システム計画学 １・２ ２ 応用昆虫学 １・２ ２
交通システム計画学演習 １・２ ２ 応用昆虫学演習 １・２ ２
景観文化論 １・２ ２ 気象生態反応学 １・２ ２
景観文化論演習 １・２ ２ 気象生態反応学演習 １・２ ２
流域動態解析 １・２ ２ 農環境計測学 １・２ ２
流域動態解析演習 １・２ ２ 農環境計測学演習 １・２ ２
水工環境設計学 １・２ ２ 農環境制御学 １・２ ２
水工環境設計学演習 １・２ ２ 農環境制御学演習 １・２ ２
地下空間設計学 １・２ ２ 資源経済学 １・２ ２
地下空間設計学演習 １・２ ２ 資源経済学演習 １・２ ２
地盤環境施工学 １・２ ２ 食料生産流通システム学 １・２ ２
地盤環境施工学演習 １・２ ２ 食料生産流通システム学演習 １・２ ２
環境問題の数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ １・２ ２ 食料情報処理解析学 １・２ ２
環境問題の数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ演習 １・２ ２ 食料情報処理解析学演習 １・２ ２
環境施設設計学 １・２ ２ 地域資源計画学 １・２ ２
環境施設設計学演習 １・２ ２ 地域資源計画学演習 １・２ ２
地域環境システム工学 １・２ ２ 環境・保健ﾓﾃﾞﾙとｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ １・２ ２
地域環境システム工学演習 １・２ ２ 環境・保健ﾓﾃﾞﾙとｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ演習 １・２ ２
環境構造振動論 １・２ ２ 実験数理学 １・２ ２
環境構造振動論演習 １・２ ２ 実験数理学演習 １・２ ２
地域経済学 １・２ ２ 統計学・情報科学 １・２ ２
都市経済学 １・２ ２ 統計学・情報科学演習 １・２ ２
比較考古学 １・２ ２ 環境影響調査論 １・２ ２
雑草生態学 １・２ ２ 環境影響調査論演習 １・２ ２
雑草生態学演習 １・２ ２ 環境データ解析学 １・２ ２
土壌圏管理学 １・２ ２ 環境データ解析学演習 １・２ ２
土壌圏管理学演習 １・２ ２ 情報幾何学 １・２ ２
土壌機能学 １・２ ２ 情報幾何学演習 １・２ ２
土壌機能学演習 １・２ ２ 応用生態化学解析学 １・２ ２
農地環境整備学 １・２ ２ 応用生態化学解析学演習 １・２ ２
農地環境整備学演習 １・２ ２ 水環境学 １・２ ２
環境物理化学 １・２ ２ 水環境学演習 １・２ ２
環境物理化学演習 １・２ ２ 生体影響評価論 １・２ ２
地形情報管理学 １・２ ２ 生体影響評価論演習 １・２ ２
地形情報管理学演習 １・２ ２ 資源環境制御工学 １・２ ２
農村環境気象学 １・２ ２ 資源環境制御工学演習 １・２ ２
農村環境気象学演習 １・２ ２ 疫学 １・２ ２
潅漑排水学 １・２ ２ 疫学演習 １・２ ２
潅漑排水学演習 １・２ ２ 環境保健学 １・２ ２
流域水文学 １・２ ２ 国際保健学 １・２ ２
流域水文学演習 １・２ ２ 国際保健学演習 １・２ ２
環境水文学 １・２ ２ 保健政策・管理学 １・２ ２
環境水文学演習 １・２ ２ 産業保健学 １・２ ２
環境施設管理学 １・２ ２ 労働安全衛生マネジメント学 １・２ ２
環境施設管理学演習 １・２ ２ 行動科学 １・２ ２
地域環境経済学 １・２ ２ 生命・環境倫理学 １・２ ２
地域環境経済学演習 １・２ ２ 生命・環境倫理学演習 １・２ ２
地域環境地理システム学 １・２ ２ 健康科学概論 １・２ ２
地域環境地理システム学演習 １・２ ２ 健康科学概論演習 １・２ ２
持続的農村システム学 １・２ ２ 感染症学特論 １・２ ２
持続的農村システム学演習 １・２ ２ 常微分方程式 １・２ ２
地域景観地理学 １・２ ２ 医学統計学 １・２ ２
地域景観地理学演習 １・２ ２ 環境情報統計学 １・２ ２
情報幾何学 １・２ ２ 特別研究 １～２ １０
大規模線形計算論 １・２ ２ 生命環境学概論 １ ２
環境情報統計学 １・２ ２
特別研究 １～２ １０ 履修方法
社会環境学概論 １ ２ １ 指導教員の指導により，演習２単位を含め30単位以上（他の

専攻及び研究科の授業科目を含む ）を修得すること。。
履修方法 ２ 定められた必修科目（生命環境学概論２単位及び特別研究10

１ 指導教員の指導により，演習２単位を含め30単位以上（他の 単位）を履修すること。
専攻及び研究科の授業科目を含む ）を修得すること。。

２ 定められた必修科目（社会環境学概論２単位及び特別研究10
単位）を履修すること。



（３）資源循環学専攻

単 位 数

授 業 科 目 の 名 称 配当年次

必修 選択

廃棄物工学 １・２ ２

廃棄物工学演習 １・２ ２

環境学原論・環境史 １・２ ２

環境学原論・環境史演習 １・２ ２

システム工学 １・２ ２

システム工学演習 １・２ ２

環境創成材料学 １・２ ２

環境創成材料学演習 １・２ ２

空間構造設計学 １・２ ２

空間構造設計学演習 １・２ ２

地下水環境学 １・２ ２

地下水環境学演習 １・２ ２

大気汚染防止工学 １・２ ２

大気汚染防止工学演習 １・２ ２

大気保全工学 １・２ ２

大気保全工学演習 １・２ ２

新エネルギー開発工学 １・２ ２

新エネルギー開発工学演習 １・２ ２

環境統計科学 １・２ ２

環境統計科学演習 １・２ ２

環境循環シミュレーション論 １・２ ２

環境循環シミュレーション論演習 １・２ ２

応用倫理学 １・２ ２

環境問題と国際関係法 １・２ ２

環境経済評価論 １・２ ２

環境経済評価論演習 １・２ ２

環境政策論 １・２ ２

環境政策論演習 １・２ ２

多変量解析学 １・２ ２

多変量解析学演習 １・２ ２

無機機能材料化学 １・２ ２

無機機能材料化学演習 １・２ ２

アモルファス材料科学 １・２ ２

アモルファス材料科学演習 １・２ ２

環境無機材料解析学 １・２ ２

環境無機材料解析学演習 １・２ ２

環境無機機能性材料工学 １・２ ２

環境無機機能性材料工学演習 １・２ ２

環境有機合成 １・２ ２

環境有機合成演習 １・２ ２

有機機能化学 １・２ ２

有機機能化学演習 １・２ ２

環境調和高分子合成論 １・２ ２

環境調和高分子合成論演習 １・２ ２

環境調和高分子設計論 １・２ ２

環境調和高分子設計論演習 １・２ ２

拡散分離工学 １・２ ２

拡散分離工学演習 １・２ ２

環境微粒子工学 １・２ ２

環境微粒子工学演習 １・２ ２

環境触媒学 １・２ ２

環境触媒学演習 １・２ ２

エネルギー資源循環工学 １・２ ２

エネルギー資源循環工学演習 １・２ ２

特別研究 １～２ １０

資源循環学概論 １ ２

履修方法

１ 指導教員の指導により，演習２単位を含め30単位以上（他の

専攻及び研究科の授業科目を含む ）を修得すること。。

２ 定められた必修科目（資源循環学概論２単位及び特別研究10

単位）を履修すること。



博士後期課程

（１）社会基盤環境学専攻 （２） 生命環境学専攻

単 位 数 単 位 数

授 業 科 目 の 名 称 配当年次 授 業 科 目 の 名 称 配当年次

必修 選択 必修 選択

応用数理解析学 １・２ ２ 応用植物生態学 １・２ ２

応用数理解析学演習 １・２ ２ 応用植物生態学演習 １・２ ２

数理環境モデル学 １・２ ２ 森林土壌管理学 １・２ ２

数理環境モデル学演習 １・２ ２ 森林土壌管理学演習 １・２ ２

都市サステイナビリティ学 １・２ ２ 樹木生理学 １・２ ２

都市サステイナビリティ学演習 １・２ ２ 樹木生理学演習 １・２ ２

交通環境計画学 １・２ ２ 森林立地学 １・２ ２

交通環境計画学演習 １・２ ２ 森林立地学演習 １・２ ２

風景論 １・２ ２ 水系生物多様性解析学 １・２ ２

風景論演習 １・２ ２ 水系生物多様性解析学演習 １・２ ２

水循環評価学 １・２ ２ 進化生態学 １・２ ２

水循環評価学演習 １・２ ２ 進化生態学演習 １・２ ２

数値水理学 １・２ ２ 昆虫生態学 １・２ ２

数値水理学演習 １・２ ２ 昆虫生態学演習 １・２ ２

地圏環境学 １・２ ２ 生物微細気象学 １・２ ２

地圏環境学演習 １・２ ２ 生物微細気象学演習 １・２ ２

応用地盤環境工学 １・２ ２ 生物生産システム工学 １・２ ２

応用地盤環境工学演習 １・２ ２ 生物生産システム工学演習 １・２ ２

ﾊﾞｰﾁｬﾙ都市空間作成技術 １・２ ２ 生物生産情報工学 １・２ ２

ﾊﾞｰﾁｬﾙ都市空間作成技術演習 １・２ ２ 生物生産情報工学演習 １・２ ２

構造物のﾗｲﾌｻｲｸﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ １・２ ２ 資源・環境管理学 １・２ ２

構造物のﾗｲﾌｻｲｸﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ演習 １・２ ２ 資源・環境管理学演習 １・２ ２

地盤環境解析学 １・２ ２ 食料システム管理学 １・２ ２

地盤環境解析学演習 １・２ ２ 食料システム管理学演習 １・２ ２

振動環境設計学 １・２ ２ 食料情報システム学 １・２ ２

振動環境設計学演習 １・２ ２ 食料情報システム学演習 １・２ ２

都市地域政策論 １・２ ２ 環境・保健モデル数理学 １・２ ２

比較考古学特論 １・２ ２ 環境・保健モデル数理学演習 １・２ ２

雑草機能管理学 １・２ ２ 環境データ分析 １・２ ２

雑草機能管理学演習 １・２ ２ 環境データ分析演習 １・２ ２

土壌圏修復学 １・２ ２ 環境毒性管理学 １・２ ２

土壌圏修復学演習 １・２ ２ 環境毒性管理学演習 １・２ ２

土壌圏機能学 １・２ ２ 水圏環境評価学 １・２ ２

土壌圏機能学演習 １・２ ２ 水圏環境評価学演習 １・２ ２

農地環境保全学 １・２ ２ 生物毒性評価論 １・２ ２

農地環境保全学演習 １・２ ２ 生物毒性評価論演習 １・２ ２

土壌コロイド科学 １・２ ２ 資源環境制御学 １・２ ２

土壌コロイド科学演習 １・２ ２ 資源環境制御学演習 １・２ ２

地形情報管理学特論 １・２ ２ 環境リスクマネジメント学 １・２ ２

地形情報管理学特論演習 １・２ ２ 環境リスクマネジメント学演習 １・２ ２

生物環境水利学 １・２ ２ 環境保健政策学 １・２ ２

生物環境水利学演習 １・２ ２ 環境保健政策学演習 １・２ ２

地水環境制御学 １・２ ２ グローバルヘルス学 １・２ ２

地水環境制御学演習 １・２ ２ グローバルヘルス学演習 １・２ ２

水循環解析学 １・２ ２ 生命環境学特論 １ ２

水循環解析学演習 １・２ ２

流域環境水文学 １・２ ２ 指導教員の指導により，生命環境学特論２単位及び演習２単位を含め

流域環境水文学演習 １・２ ２ 12単位を修得すること。

環境施設管理学特論 １・２ ２

環境施設管理学特論演習 １・２ ２

地域環境経済学特論 １・２ ２

地域環境経済学特論演習 １・２ ２

地域環境地理ｼｽﾃﾑ学特論 １・２ ２

地域環境地理ｼｽﾃﾑ学特論演習 １・２ ２

持続的農村システム特論 １・２ ２

持続的農村システム特論演習 １・２ ２

地域景観地理学特論 １・２ ２

地域景観地理学特論演習 １・２ ２

社会環境学特論 １ ２

指導教員の指導により，社会環境学特論２単位及び演習２単位を含

め12単位を修得すること。



別表２

（３） 資源循環学専攻 専 攻 名 教育職員免許状の種類 免許教科

単 位 数 高等学校教諭専修免許状 数学

授 業 科 目 の 名 称 配当年次

必修 選択 社会基盤環境学専攻 高等学校教諭専修免許状 理科

廃棄物工学特論 １・２ ２ 高等学校教諭専修免許状 工業

廃棄物工学特論演習 １・２ ２

循環型環境容量論 １・２ ２ 生命環境学専攻 高等学校教諭専修免許状 数学

循環型環境容量論演習 １・２ ２

廃棄物処理技術基盤 １・２ ２ 高等学校教諭専修免許状 農業

廃棄物処理技術基盤演習 １・２ ２

社会基盤設計学 １・２ ２ 資源循環学専攻 高等学校教諭専修免許状 理科

社会基盤設計学演習 １・２ ２

構造材料循環学 １・２ ２ 高等学校教諭専修免許状 工業

構造材料循環学演習 １・２ ２

地盤環境評価学 １・２ ２

地盤環境評価学演習 １・２ ２

地球温暖化抑止論 １・２ ２

地球温暖化抑止論演習 １・２ ２

表層大気流体論 １・２ ２

表層大気流体論演習 １・２ ２

環境統計解析学 １・２ ２

環境統計解析学演習 １・２ ２

応用循環モデル解析学 １・２ ２

応用循環モデル解析学演習 １・２ ２

応用倫理学特論 １・２ ２

国際環境法論 １・２ ２

循環型社会システム論 １・２ ２

循環型社会システム論演習 １・２ ２

無機材料化学 １・２ ２

無機材料化学演習 １・２ ２

計算材料科学 １・２ ２

計算材料科学演習 １・２ ２

環境無機材料設計学 １・２ ２

環境無機材料設計学演習 １・２ ２

環境無機材料機能学 １・２ ２

環境無機材料機能学演習 １・２ ２

有機機能分子合成論 １・２ ２

有機機能分子合成論演習 １・２ ２

有機機能分子設計論 １・２ ２

有機機能分子設計論演習 １・２ ２

省エネルギー精密重合論 １・２ ２

省エネルギー精密重合論演習 １・２ ２

環境調和高分子高次構造論 １・２ ２

環境調和高分子高次構造論演習 １・２ ２

分離プロセス論 １・２ ２

分離プロセス論演習 １・２ ２

環境コロイド設計論 １・２ ２

環境コロイド設計論演習 １・２ ２

エネルギー環境触媒学 １・２ ２

エネルギー環境触媒学演習 １・２ ２

エネルギー資源変換触媒学 １・２ ２

エネルギー資源変換触媒学演習 １・２ ２

資源循環学特論 １ ２

指導教員の指導により，資源循環学特論２単位及び演習２単位を含

め12単位を修得すること。


	◆環境学研究科規程
	別表(博士前期課程).pdf
	別表(博士後期課程)


